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祭りに関わる人たちが減って、継承していくことの難しさと祭り
の楽しさややりがいを力強く語っていただきました。

    数々の話題作を手がける藤井道人監督による最新
作映画『最後まで行く』が公開されます。陰謀に巻き
込まれていく刑事とそれを追う監察官のスリリングな
追跡劇を岡田准一さん・綾野剛さんが演じます。
　桑名では、仙葉組・組長の自宅として撮影に使わ
れた多度にある「鯉料理大黒屋」。主人公工藤の妻・
美沙子（広末涼子さん）の自宅として「メゾンテラモト」
がロケ地になりました。
　手に汗握る予測不可能な物語をぜひ映画館でご覧
ください！

桑名フィルム
コミッション
とは

映画やドラマなどの撮影場所誘
致や撮影支援をする機関です。
映像を通じて、桑名の魅力を発
信し、地域の活性化を図ります。

問  桑名フィルムコミッション（物産観光案内所内）  
☎︎ 41-2222 FAX 21-5416

桑名フィルムコミッション支援映画

5/19㈮公開！岡田准一・綾野剛出演作

江戸時代創業のロ
ケ地としても人気
がある名店「 鯉料
理大黒屋」。
鯉 がいる池と、古
いコレクション倉
庫がある、という設
定で撮影が行われ
ました。

ホームページ
はこちら

©2023映画『 最後まで行く』
製作委員会

無 料 相 談

3月中 累計 前年累計同期比
総件数 343件 994件 －41件
死者数 1人 2人 ＋2人

● 国際交流・日本語教室

● 納期限のお知らせ

● 交通事故発生状況

● 水道の給水・修繕工事

とき 5/14㈰ ・28㈰14：00~15：30
場所 修徳まちづくり拠点施設
問合 女性活躍・多文化共生推進室

☎︎ 24-1413 FAX 24-1735

宅地内の水道修繕  市指定給水装置工事事業者 (有料)

公道漏水やその他  お客さま総合センター  ☎︎ 24-1260
FAX 84-6021（営業時間外の公道漏水受付 ☎︎ 84-6020）

● 救急医療（夜間・休日・24時間体制）

5/31㈬まで

軽自動車税 全期

・音声案内（無料） ☎ 0800-100-1199

・応急診療所（鍜冶町9）〈内科・小児科〉
☎ 21-9916 土曜夜間（19:30～21:30）、
  日曜・祝日（9:30～16:00）12：00~13：00休診
・当番医療機関  日曜・祝日（17:00～22:00）
3日・5日・7日・21日 青木内科 ☎ 22-1111

4日・14日・28日 桑名病院 ☎ 22-0460

消
費

名 称 とき 詳 細

消費生活相談 月～金曜 10：00～12：00／13：00～15：00 場所 消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階） ☎︎ 24-1334

年
金・税
金

名 称 とき 詳 細

年金相談 木曜（祝日、休館日を除く） 
10：00～12：00／13：00～15：00 【予約制】

場所 柿安シティホール　※自動音声案内「①」⇒「②」を押す
問 四日市年金事務所 お客様相談室 ☎︎ 059-353-5515

税務相談 第2・第3木曜 9：30～15：00 【予約制】 場所 東海税理士会桑名支部事務局  ☎︎ 24-6770

そ
の
他

名 称 とき 詳 細

若者自立就労相談 第1・2・4水曜 13：00～17：00 【予約制】 場所 消費生活相談室（市役所本庁舎地下1階） FAX 059-359-7281
問 北勢地域若者サポートステーション ☎ 059-359-7280

経営相談 月～金曜 9：00～17：00 【予約制】 場所 サンファーレ南館２階（桑名商工会議所内） ☎︎ 24-1515

不動産に関する相談 月～金曜（木曜を除く） 10：00～12：00、
13：00～16：00 【予約制】

場所 多度地区市民センター　　☎ 49-3301 FAX 49-3302
問 （公社）三重県宅地建物取引業協会桑名支部

心に病・精神に疾患
のある人の相談 火・木曜 10：00～16：00 【予約制】 場所・申込 はあぶ工房Together ☎・︎FAX  32-5216

問 障害福祉課 ☎ 24-1171 FAX 24-5812
女性相談 月～金曜 9：00～17：00 ※内容によっては要予約 場所 子ども総合センター ☎ 24-1167 FAX 24-5497

母子・父子のひとり親相談 月～金曜 8：30～17：00 ※内容によっては要予約 場所 子ども総合センター ☎ 24-1167 FAX 24-5497
青少年相談 月～金曜 9：00～15：00【予約制】 場所 生涯学習・スポーツ課 ☎ 24-1245 FAX 24-1355
ひきこもり相談 月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 福祉支援室 ☎︎ 24-7440 FAX 24-1457

・くわな健康・医療相談ダイヤル24
☎ 0120-149-107

（令和5年3月31日現在）

※警察統計に基づく暫定数

・救急医療情報センター ☎ 059-229-1199

福
祉

名 称 とき 詳 細

生活更生相談 第2・第4木曜 9：00～15：00 対象 身体障害者、家族の人　　　　　☎・︎ FAX  22-5003
場所 在宅障害者デイサービス事務所（総合福祉会館内） 

福祉総合相談
火～日曜、祝日の月曜 9：00～17：00 場所 福祉なんでも相談センター ☎︎ 41-2114 FAX 41-2174
月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 多度福祉なんでも相談センター ☎︎ 49-2031 FAX 49-2533
月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 長島福祉なんでも相談センター ☎︎ 42-2119 FAX 41-0515

精神保健福祉相談 5/25㈭ 13：30～15：30【予約制】 場所 桑名保健所 ☎︎ 24-3620 FAX 24-3692
生活困窮者相談 月～金曜（祝日を除く） 8：30～17：15 場所 福祉支援室 ☎︎ 24-1456 FAX 24-1457

行
政
・
法
律
・
市
民
相
談

名 称 とき 詳 細
弁護士の交通事故相談 第1火曜 9：00～12：00 【予約制・前日まで】 
弁護士の法律相談 【予約制】予約日の8：30～電話予約(毎回5人)

①予約日：5/1㈪   → 相談日：5/9㈫
②予約日：5/17㈬ → 相談日：5/23㈫
相談時間：9：00～11：30（1人30分）

公証人相談 第2水曜 10：00～12：00 【予約制・前日まで】 
司法書士の相続相談 第2木曜 13：00～16：00 【予約制・前日まで】 
司法書士相談 第3火曜 13：00～16：00 【予約制・前日まで】 

土地家屋調査士相談 第3火曜 13：00～16：00 【予約制・前日まで】 行政書士相談
行政書士相談 第4木曜 14：00～16：00 【予約制・前日まで】 
市民相談 月～金曜 8：30～17：00 場所 市民相談室（市役所地下1階）☎︎ 24-1188 FAX 24-4102
司法書士の
成年後見相談

第1水曜 9：00～12：00 【予約制】
対象：市内在住65歳以上の人とその家族

場所 総合福祉会館　　☎ 22-8218 FAX 23-5079
問 福祉後見サポートセンター（社会福祉協議会）

女性弁護士による
女性法律相談

6/10㈯ 9：00～11：55（1人30分）【予約制】
※新規申し込みの人優先

対象 市内在住または在勤の女性　 定員 5人
問 女性活躍・多文化共生推進室　 締切 5/25㈭必着

☎24-1413 FAX 24-1735 hatarakim@city.kuwana.lg.jp

示談・慰謝料・損害賠償など

公正証書による遺言の作成、任意後見契約や
土地・建物の賃貸借、金銭貸借の契約書作成、
確定日付など
不動産登記全般(相続など)、 会社登記、多重債務、
簡易裁判所訴訟手続など
土地の境界・測量に関することなど
契約書の作成や相続、遺言、
空き家への対応に関することなど

土地家屋
調査士相談

司法書士相談

公証人相談

弁護士の
交通事故相談

人
権

名 称 とき 詳 細

人権擁護委員
による人権相談

5/16㈫ 10：00～12：00、13:00～15：00 場所 長島地区市民センター☎︎ 42-4117 FAX 42-0134
5/17㈬ 10：00～12：00、13:00～15：00 場所 人権センター(くわなメディアライヴ2階) ☎︎ 27-6677 FAX 27-6678
5/18㈭ 10：00～12：00、13:00～15：00 場所 多度地区市民センター ☎︎ 49-2002 FAX 48-3979
6/1㈭ 10：00～12：00、13:00～15：00 場所 人権センター、多度地区市民センター 、長島地区市民センター
火・木・金曜 9：00～16：00 場所 津地方法務局桑名支局 ☎︎ 32-5361 FAX 32-5362

人権相談 月～金曜 8：30～17：00 場所 人権センター、多度地区市民センター 、長島地区市民センター
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　今月の特集は「思いが詰まった多度祭」。4年ぶり
に開催するお祭り「多度祭」を主催する多度大社総
代会長の石川久信さんにお話を伺いました。
　700年以上も続く天下の奇祭「上げ馬神事」が、
新型コロナウイルスによって3年もの間、開催できま
せんでした。多度祭が開催できなかったのは、なん
と織田信長による焼き討ち以来、実に400年ぶりの
こと。太平洋戦争の期間中も途切れることはなかっ
たそうです。それだけに伝統の重みを感じます。
　中止となっていた間、関係者の皆さんがどのよう
な思いで過ごしてきたのか、お伺いしました。石川さ
んは「多度祭は毎年やるのが当たり前で、中止とい
うこと自体が信じられなかった」と言います。「祭り
を再開できるのか、地域のみんなの気持ちは途切れ
ていないか、心配だった」と本音を語ってくれました。
もともと地域が少子高齢化する中で、騎手の対象者
が減っている、祭りの準備や馬の世話などをする青

年会の会員数が減っている、という課題があったのが、
この3年間の中断によって、更に、お祭りを次の時代
に継承していく難しさにぶつかっているといいます。
それでも、と石川さんは続けます。「つないでいくこ
とは大変ですが、5月4日、5日の上げ馬を楽しみにし
ておられる人がたくさんいます。これからも続けてい
きたい」と強い思いを語っていただきました。
　まずは今年、馬が駆け上がる勇壮な姿を見せて欲
しいです。4年ぶりとなる今年のお祭りを成功させ、
次につなげていってほしいと心から願っています。

継承の難しさ４年ぶりの多度祭
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